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KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.32)
主が国家のためになすこと、また、人臣が君主のためになすこと、道理は一つである。
＊天下を治める人にとって、天下、国家は私有物ではない。国家の在るべき姿とは
何か？「君主」が国家の為に成す事は何か、「人臣」が君主の為に成す事はなにか？道
理は一つしかない。
原文訳　　川口雅昭
あとがき
最後に松陰が詠んだ詩は遺言である、「留魂録」を死ぬ前に書き上げ、江戸伝馬町の
処刑場に行くまえに、同じ牢屋で過ごした人たちへの別れの挨拶のかわりに、辞世の
詩を高らかに吟誦した。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
「身はたとひ武蔵野の野辺に朽ちぬとも留め置かまし大和魂」
たとえ、私は死んでも、国を思う私の気持ちだけは永遠に残しておきたい。と、云
う意味で「留魂録」を残した。そして、のちの、高杉晋作、久坂玄端、前原一誠、伊藤
博文、品川弥二郎らの維新の志士たちの精神支柱となった。
「武道初心集」に「人の命の無常を、取り分けて武士の命の無常さを思え。かくして
汝は日々、おれ汝の最期と考え、汝の義務をみたんが為、日々をささげるに至ったの
である。
死を覚悟するという事は、あるいは、死ぬことと見つけたりとは、死を美化する事
ではない。そうではなく、死を覚悟する事によって、逆に死の恐怖（実際には自我の
恐怖）から解放され、何事であれ、徹底した人生を送る事が出来るという事を言って
いるのである。
松陰先生は、学問とは、志しを持って行動に移してこそ学問だと言っているが、私
自身も、行動に移す事には中々ちゅうちょしてしまう。しかし、行動の前に、自分自
身を鍛えて、家族を守り、組織を衛り、国を護る精神だけは持ちたいものである。
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